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論文内容妄言
 第1報Plas訟in測定法の横討(E蜘r撫平板法について)
 Fibrin平板法rエ,p■aemin活性測定法のなかで最も感度の高い方法である。しかし諸家
 の測定手技が必ずしも一致していないので,fibri野板法で平板作製条件や網走条件の相違
 がfibrin溶解野へいかなる影響を及ぼすかを検討した0
 1、Fibrin平板作製条件:fibrillogenの1農度が50心500肌9/財の範囲内で'■,
 濃度の低い平板ほど大窪い溶解面,穣を示した。しかし測定値の再現性は,低濃度の場合酸ど不良
 であった010～400μ/肌4内での七hrombin濃度の変動紅溶解面積の変化をもたらさな
 かった。Fibrin膜の厚さ鳳溶解面積と逆比例関係にあ血,また膜が厚い場合誤差の大きくなる
 ことが判明した。溶媒(燐酸緩衝液pHスろを使用)のイオン強度がμ鷹G・15の平板では・μ
 二a15の平板よりも大きい溶解野がえられた。平板に含有されるPlasminoge11は85・9
 ℃,5G.口分の熱処理で完全に不活性化されたが,被溶解性な処理前に比し42・9%に低下して
 いた0
 2.潰1歩亘条客手:1〔〕e～1〔〕,〔〕00μ/恥召の氣コ甥内でン■,etre喜)七〇kinase抵当夏と1年千角峰建百
 重責の1踊1て員二1列関イ系が、認められた。次rてincuba七ioエユ拝春闘とマ容1鐸面積の関・係をみると,161長き
 llji前後で最高の面積拡大率を示した。エncuba七ion温度が37℃附近で1℃変動すると,溶
 舛解面祉廷に10%の牲1違を』澄こすことが観察さ;托たlo
 /跳上より高感度且棚定1直・再現性の高い濱!旋法は,μ二色窪5の溶媒(pBZ5)で調製した
 fibri了・ogenり00～300m撃/d4,七hrOmbin10～1GOμ/雛4の範囲内の一定濃
 度溶液で炸裂した膜厚1.5測の平板である。Fibrin平板の熱処理は,85、e℃で50.O分得
 う。工ncuba七j.or1江5ZO℃で究8、'2011寺1同行1)o
 第2報,血液,組織,尿中の稼椎素溶解酪素系について
 血液,組織,尿に加えた線維素溶解爵学素系抽出操作が抽出検体の同酵素系の線戎,含量へいか
 なる影1響を及ぼしているかを検討した0
 1.血1夜:血漿と1蓬情のBtrePむoki且ase賦活化P■a呂mii1(SK-P■.)活性をみ・る
 と,血頻が高1直を1示した。しかしanτ;ip■ら8ビiiτ1ぱ.両者rこヰ目違を虐忌めなかった。血清よ費
 当世i醒した910bu■iE分屑とeuglLobu=Li口受}ノ雪6弓SK-P■.1}舌性{江eng■obu■in分屑,
 9エobuli且分屑,血清の題であったが,㌶⊥tipla臼fユi旦は9■obu■i且分ll学,eUg■o-
 bu■iユ分層,血清の順であった。
 2.組織:組議に含まれているac七ivatOr活性を組織粥とKsc主軸出液で比較すると,
 後:者の方力三高い活性を:示した。
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 五尿:尿中activa七〇r,即u.rokiエユae活性は新鮮尿で最も高古抽出物申の“roki一
 凪se活性はそれよ夕低ぐa■COhO1法,aceto鱒法護SO翼法の順であった。またur9一一
 kiua8e抽出率ば蛋白質陽性尿の方が,陰性尿よ当も大であった。
 4.融漿のsK-p■.活性とurokinasε活性の経時的推移を諏ると,後者が氷室にて27
 簾2■互rの活建低'下を示したの重こ対し,前者は0・17聯2/虹r低下した。
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 第5報泌原器手術,特に前立腺摘出術の血液'
 線維素溶解罐素系へ及ぼす影響
 泌尿器手術,特に前立腺摘出術の血液線維素溶解酵素系への影響を検討し・また組織ac七i-
 va七〇r.組磯、proac七i・va七〇rの増加機序を考察した。
 泌尿器手術後のSK-P!.活性の推移をみると,標準平板で腎膀胱手術群が漸次1蚕下の傾向
 を.また尿管切石術群が術後24時間まで上昇の傾向を示し,前立腺手術群が術後5時間目まで亢
 進していた。一方熱処理平板では,各詳ともSK-Pl.活性の変動を示さなかった。この成績
 は,腎膀胱疾、轡で病巣よむactivatOrが血中へ放出されていたこと,尿管手術後段麺夏膜腔
 に尿浸潤の起っていたことを示していると考えられた。
 前立腺手術時の血液線維'素溶解酵素系の推移を家兎で観察すると,熱処理平板では手術前後を
 通し奪素活性の変動を認めなかったが鼻標準平板では,1)la8Blin活・性・SK-pl・活・准が術
 後一過性に亢進していた。しかし,血漿では手術2時間後,euglobulin分贋では5i専間後
 にlli揃の溢性にまで旗復していた。これらの成績は血中に増加した因子がac七iva七〇rやpr-
 Gaetivatorであること,亢進した線維素溶解能がまずanti1⊃la8minのli!雪加により抑制
 され,次いでactiVa七〇rやproactiva七〇rの減少によ船正常・化すること,更にal!ti-
 lpla8fainは術暖r2時間以上にわた診術前値をうわまっていることを示している。
 次に前立腺摘出術に付随する因子と血液線維素溶解能の劇係を検討した結果,隷継素溶解能奮
 亢進せしめる主な因子は腺腫の癒着度であり,次いで手術時間と二拝ij明した。これらは前立腺に加
 わる外力の程度や量を示す指標であぢ,前立腺に大量に含有される組織ac七iva七〇rや編機
 Proac七ivatorの血中へ放出される1。ll!を示す指額でもある。
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 審査結果の要旨
 前立腺癌の末期にしばしぱ紫斑症その他の磁血傾向が認められることより,線維素溶解現象と
 前立腺疾患との聞にはたんらかの関逗性があると考えられてきた。しかし泌尿器科領域にかける
 この方面の蕨究は未だ不充分な段階にある。
 当該論文著者は,この点にかんがみ線維素溶解酵素系のうち、出血に密接な関係を有している
 fibrinoly8in型の酵素pla8minをとりあげ,fiわrin平板法を用いてpla8min活
 性か、【び総Pユa肥in活性を測定し,泌尿器手術,殊に前立腺手術に際して生ずる線維素溶解
 現象を追求した。
 まず従来のfiわri皿平板法を系統的に分析して,fiわrinOggn溶液,thrombin溶液
 の濃度,緩衝液のiOn強度,fibrin膜の厚春.fibrin平板の熱処理等の平板作製条件と
 測定値の関係,又inCUむation温度やinCUわation時間等の測定条件と測定値の関係を
 明確にした。これ1'こよりfibrin平板法の感度ならびに測定1直の信頼度を,かなり向上させる
 ことができた。更に」盤漿、血清,搬gユ。わulin分層,glObU■in分屑,組織および尿に
 含有されている線、罐素溶解酵素系因子の種類,活性,性質を分析した。
 次にこれらの研究成績に立脚し,泌尿器手術の血液線維素溶解酵素系へ及ぼす影警を研究し,
 腎・膀胱疾患群では徳後の線維素溶解能が漸次低下する傾向にあるのに対し,前立腺・尿管疾患
 群では術後,一過性に亢進すること,渤立腺摘出術々後の線維素溶解能充進が加熱平板でみられ
 ず,標準平板でのみ観察され,且.P■aBmin活性に比し.総plaεmh活性の方が著明に亢進
 していることを見出した。更に手術所見と総p■a8min活性の関係を分析した結果,'前立腺摘
 出術々後の線維素溶解能の充進度は前立腺に加わる外力に比例すること,溶解能充進の原閃は外
 力により前立腺組織activa七〇rや前立腺組織proac・しiva七〇rが血液中に放出されるため
 であることを明らかに:した。
 今日までの術中・術後出血に対する処置はいわば試行錯誤的に行われてきていただけに,当該
 論文は今後の泌尿器手術の術後管理に一つの指針を与えたものであり,博士論文としての緬位を
 有すると,思われる。
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